学習過程　[ゲーム　ボールゲーム（ボール投げゲーム）]　第１学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１・２
	３・４・５・６・７・８・９・１０

	学習活動
	１　学習の進め方を知り、学習の見通しをもつ。

２　準備運動を行う。

３　ボール遊びをして、ボールに慣れる。

　　・一人でボールを上に投げる、捕る。

〈手拍子・回転〉

　　・一人でボールをつく。

４　ボールゲームの進め方を知る。

・ボールを使った簡単なゲームをする。
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５　整理運動を行う。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
２　準備運動を行う。
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３　ボール遊びをして、ボールに慣れる。

　　・一人でボールを上に投げる、捕る。

〈手拍子・回転〉

　　・一人でボールをつく。

　　・二人でキャッチボールをする。

　　　（転がし、バウンド、投げ合う）

４　ボールゲームを行う。
５　整理運動を行う。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○ボール遊びやゲームで、よい動きを称賛する。

○児童によい投げ方を伝え、意識してなげさせる。

○学習の振り返りでは、チームのよさや個人のよさを取り上げて発表させる。
	○友達のよいところを見付けるように、学習の始めに伝えておく。

○よい動きや声かけをしている児童を全体に伝え、友達のよいところに目を向けさせる。

○みんなが楽しくゲームができるように、ルールを工夫させる。

○友達のよかったところを発表させると同時に、教師から見てよかったところも伝える。
○作戦タイムでは、ボールの運び方や守り方について例を示す。

○児童のよいプレーや声かけを称賛する。

○守りのチームには、ボールを当てられにくい的の配置や守り方を工夫するように助言する。

	学習活動に即した評価規準
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ゲームにすすんで取り組んでいる。【関】（観察）
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ゲームでの動き方を知っている。【思】（観察）
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きまりを守ってゲームに取組み、友達と仲よく運動しようとしている。【関】（観察）
	きまりを守ってゲームに取組み、勝敗を素直に受け入れようとしている。【関】（観察）
	攻守が入り混じるゲームの行い方を知り、攻め方を見付けている。【思】（観察、発言）
	いろいろなボールを転がしたり投げたりついたり捕ったりしようとしている。【技】（観察）
	いろいろなボールを転がしたり、投げたり、ついたり、捕ったりすることができる。【技】（観察）
	転がす、投げる、当てるなどの簡単なボール操作を行うことができる。【技】（観察）
	ボールが飛んでくる方に回り込んで、パスやシュートを阻止することができる。【技】（観察）
	当てやすい的を選んでシュートをしたり、的に当てられないように守り方を工夫したりできる。【技】（観察）


学習過程　[ゲーム　ボールゲーム（ボール蹴りゲーム）]　第１学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１・２
	３・４・５・６・７
	８・９・１０・１１・１２

	学習活動
	１　学習の進め方を知り、学習の見通しをもつ。

２　準備運動を行う。

３　ボール遊びをして、ボールに慣れる。

　　　・ドリブル

　　　・足タッチ

　　　・ボールを蹴る、捕る、止める。
４　ボール蹴りゲームをする。
　　　・ゲームの進め方を知る。

５　整理運動を行う。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習の進め方を知り、学習の見通しをもつ。

２　準備運動を行う。

３　ボール遊びをして、ボールに慣れる。

　　・ドリブル

　　・足タッチ

　　・ボールを蹴る、捕る、止める。
４　ボール蹴りゲームをする。
　　ゲーム①
　　ゲーム②
　　ゲーム③


５　整理運動を行う。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習の進め方を知り、学習の見通しをもつ。

２　準備運動を行う。

３　ボール遊びをして、ボールに慣れる。

　　・ドリブル

　　・足タッチ

　　・ボールを蹴る（足の甲、つま先、サイド）、捕る、止める。
４　ボール蹴りゲームをする。
　　ゲーム①（前半）
　　作戦タイム

ゲーム①（後半）

　　ゲーム②（前半）

　　作戦タイム
　　ゲーム②（後半）

５　整理運動を行う。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○準備運動やボールに慣れる運動がゲームにつながるよう、活動のねらいを理解させる。

○振り返りの時間を設け、互いのよさを見付ける。
	○友達のよい動きをチームに取り入れられるように助言する。

○きまりを守って協力しているチームを称賛する。

○学習の振り返りで、友達のよかった動きを発表して称賛する。
	○作戦タイムでは、ボールの運び方や守り方について例を示し、チームで練習するように助言する。

○空いている場所を見付けてボールを運ぶなど、動きを工夫している児童を取り上げて称賛する。

	学習活動に即した評価規準
	友達と楽しみながらゲームに取り組んでいる。【関】（観察）


	動き方を知り、どこに蹴るかを決めている。【思】（観察）
	きまりを守ってゲームに取組み、勝敗を素直に受け入れようとしている。【関】（観察）
	困ったことを解決するために、きまりやゲーム進め方を話し合っている。【思】（観察、発言）
	ゲームを楽しくするために、場や得点などのきまりを選んでいる。【思】（観察、発言）
	ボールをまっすぐに蹴ることができる。【技】（観察）
	転がってくるボールを足で止めることができる。【技】（観察）
	頑張っている友達を見付けようとしている。【関】（観察）
	動き方を知り、どこに蹴るかを決めている。【思】（観察）
	ボールを蹴る場所を工夫することができる。【技】（観察）
	相手の間を狙って、ボールを蹴ることができる。【技】（観察）
	ボールを止めるための動きを工夫したりしている。【技】（観察）


学習過程　[鬼遊び]　第１学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１・２・３
	４・５・６・７・８

	学習活動
	１　学習の流れを確認する。

２　タグの使い方や安全な活動の仕方を知る。

３　準備運動をする。

４　鬼遊びにつながる運動を行う。

　　・ジグザグ走

　　・ネコとネズミ

５　タグを使った簡単な遊びを行う。

　　・しっぽ取り鬼

　　・１対１タグ取り

　　・じゃんけんしっぽ取り

　　・通り抜け鬼

５　整理運動を行う。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

３　タグを使った遊びを楽しむ。

　　・じゃんけんしっぽ取り

　　・三角タグ取り鬼

４　宝取り鬼を行う。



５　整理運動を行う。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○掲示物、タグを用意し、学習の流れについて理解させる。

○タグの安全な使い方を説明し、きまりを守らせる。

○鬼遊びにつながる動きを取り入れて、逃げたり追いかけたりする動きを知るきっかけを作る。

○鬼遊びにつながる運動で行った動きを例に挙げるなどして、相手をかわして逃げる動きを工夫できるように助言する。

○よい動きの児童を称賛し、学級全体に紹介する。
	○掲示を見て、今日の学習を確認する。

○使用する部位を意識して準備運動ができるように助言する。

○前時までで考えた作戦やルールの確認をする。

○タグの取り方、逃げ方、追いかけ方を工夫している児童を取り上げ、称賛する。

○友達のよい動きをチームに取り入れられるように助言する。

○きまりを守って協力しているチームを称賛する。

○学習の振り返りで、友達のよかった動きを発表して称賛したり、困ったことを取り上げてきまりを工夫したりするように助言する。

	学習活動に即した評価規準
	楽しみながらゲームに取り組んでいる。【関】（観察）
	きまりを守り、勝敗を素直に受け入れようとしている。【関】（観察）
	逃げ方や追いかけ方を、自分なりに工夫して取り組んでいる。【思】（観察）
	約束やきまりを守ったり、勝敗の結果を受け入れたりして、友達と仲よく運動している。【態】（観察）
	みんなで簡単な規則や進め方を話し合っている。【思】（発言）
	鬼遊びを楽しくするために勝敗を決める方法などを話し合っている。【思】（発言）
	相手の動きを見て、追いかけたり、逃げたり身をかわしたりすることができる。【技】（観察）
	動きを工夫しながら、力一杯逃げたり追いかけたりして鬼遊びができている。【技】（観察）


学習過程　[ゲーム　ボールゲーム（ボール投げゲーム）]　第２学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１・２
	３・４・５・６・７・８・９・１０

	学習活動
	１　学習の進め方を知り、学習の見通しをもつ。

２　準備運動を行う。

３　ボール遊びをして、ボールに慣れる。

　　・一人でボールを上に投げる、捕る。

〈手拍子・回転〉

　　・一人でボールをつく。

４　ボールゲームの進め方を知る。

・ボールを使った簡単なゲームをする。


５　整理運動を行う。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
２　準備運動を行う。

３　ボール遊びをして、ボールに慣れる。

　　・一人でボールを上に投げる、捕る。

〈手拍子・回転〉

　　・一人でボールをつく。

　　・二人でキャッチボールをする。

　　　（転がし、バウンド、投げ合う）
　　・ナンバリグパス

　　・３０秒パス

４　ボールゲームを行う。

５　整理運動を行う。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをるす。

	教師の働きかけ
	○ボール遊びやゲームで、よい動きを称賛する。

○児童によい投げ方を伝え、意識してなげさせる。

○学習の振り返りでは、チームのよさや個人のよさを取り上げて発表させる。
	○友達のよいところを見付けるように、学習の始めに伝えておく。

○よい動きや声かけをしている児童を全体に伝え、友達のよいところに目を向けさせる。

○みんなが楽しくゲームができるように、ルールを工夫させる。

○友達のよかったところを発表させると同時に、教師から見てよかったところも伝える。
○作戦タイムでは、ボールの運び方や守り方について例を示す。

○児童のよいプレーや声かけを称賛する。

○守りのチームには、ボールを当てられにくい的の配置や守り方を工夫するように助言する。

	学習活動に即した評価規準
	ゲームの準備や片付けを友達と一緒にしようとしている。【関】（観察）


	ゲームの行い方を知り、簡単な攻め方を話し合っている。【思】（観察）
	きまりを守ってゲームに取組み、友達と仲良く運動しようとしている。【関】（観察）
	友達のよい動きを見付けようとしている。【関】（観察）
	みんなが楽しくできるゲームにするために、規則を工夫している。【思】（観察、発言）
	いろいろなボールを転がしたり投げたりついたり捕ったりすることができる。【技】（観察）
	簡単なボール操作や避ける動きを必要とするゲームをすることができる。【技】（観察）
	いろいろなボールを投げたり、ついたり、捕ったりすることができる。【技】（観察）
	ボールが飛んでくるコースに入ったり、ボールが操作しやすい位置に動いたりすることができる。【技】（観察）
	当てやすい的を選んでシュートをしたり、的に当てられないように守り方を工夫したりできる。【技】（観察）


学習過程　[ゲーム　　ボールゲーム（ボール蹴りゲーム）]　第２学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１・２
	３・４・５・６・７
	８・９・１０・１１・１２

	学習活動
	１　学習の進め方を知り、学習の見通しをもつ。

２　準備運動を行う。

３　ボール遊びをして、ボールに慣れる。

　・ドリブル

　　・足タッチ

　・ボールを蹴る、捕る、止める。
４　ボール蹴りゲームをする。
　　・ゲームの進め方を知る。

５　整理運動を行う。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習の進め方を知り、学習の見通しをもつ。

２　準備運動を行う。

３　ボール遊びをして、ボールに慣れる。

　　・ドリブル

　　・足タッチ

　　・ボールを蹴る、捕る、止める。
４　ボール蹴りゲームをする。
　　ゲーム①
　　ゲーム②
　　ゲーム③

５　整理運動を行う。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習の進め方を知り、学習の見通しをもつ。

２　準備運動を行う。

３　ボール遊びをして、ボールに慣れる。

　　・ドリブル

　　・足タッチ

　　・ボールを蹴る（足の甲、つま先、サイド）、捕る、止める。
４　ボール蹴りゲームをする。
　　ゲーム①（前半）
　　作戦タイム

ゲーム①（後半）

　　ゲーム②（前半）

　　作戦タイム
　　ゲーム②（後半）

５　整理運動を行う。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○準備運動やボールに慣れる運動がゲームにつながるよう、活動のねらいを理解させる。

○振り返りの時間を設け、互いのよさを見付ける。
	○友達のよい動きをチームに取り入れられるように助言する。

○きまりを守って協力しているチームを称賛する。

○学習の振り返りで、友達のよかった動きを発表して称賛するように助言する。
	○作戦タイムでは、ボールの運び方や守り方について例を示し、チームで練習するように助言する。

○空いている場所を見付けてボールを運ぶなど、動きを工夫している児童を取り上げて称賛する。

	学習活動に即した評価規準
	友達と仲よくゲームをしようとしている。【関】（観察）

	ゲームの行い方を知り、簡単な攻め方を話し合っている。【思】【観察】
	きまりを守ってゲームに取組み、勝敗を素直に受け入れようとしている。【関】（観察）
	困ったことを解決するために、規則や進め方を話し合っている。【思】（観察、発言）
	チームのめあてや簡単な作戦を決めて、ゲームを行っている。【思】（発言、学習カード）
	相手のいないところにボールを蹴ることができる。【技】（観察）
	ボールが転がってくるコースに入ってボールを止めることができる。【技】（観察）
	友達の動きや声かけのよさを見付けようとしている。【関】（観察）
	学習を振り返り、次のゲームに生かそうとしている。【思】（観察、学習カード）
	ゴールを狙って、ボールを蹴ることができる。【技】（観察）
	人のいないところに動くことができる。【技】（観察）
	ボールを持っていない時も、パスがもらえるように動いている。【技】（観察）


学習過程　【ゲーム　（鬼遊び）】　第２学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１・２・３
	４・５・６・７・８

	学習活動
	１　学習の流れを確認する。

２　タグの使い方や安全な活動の仕方を知る。

３　準備運動をする。

４　鬼遊びにつながる運動を行う。

　　・ジグザグ走

　　・二人組鬼
５　タグを使った簡単な遊びを行う。

　　・しっぽ取り鬼

　　・１対１タグ取り

　　・じゃんけんしっぽ取り

　　・通り抜け鬼

５　整理運動を行う。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動をする。

３　タグを使った遊びを楽しむ。

　　・じゃんけんしっぽ取り

　　・三角タグ取り鬼

４　宝取り鬼を行う。






５　整理運動を行う。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○掲示物、タグを用意し、学習の流れについて理解させる。

○タグの安全な使い方を説明し、きまりを守らせる。

○鬼遊びにつながる動きを取り入れて、逃げたり追いかけたりする動きを知るきっかけを作る。

○鬼遊びにつながる運動で行った動きを例に挙げるなどして、相手をかわして逃げる動きを工夫できるように助言する。

○よい動きの児童を称賛し、学級全体に紹介する。
	○掲示を基に、今日の学習を確認する。

○前時までで考えた作戦やルールの確認をする。

○タグの取り方、逃げ方、追いかけ方を工夫している児童を取り上げ、称賛する。

○友達のよい動きをチームに取り入れられるように助言する。

○きまりを守って協力しているチームを称賛する。
○カラーコーンの配置も工夫するように助言し、効果的に配置しているチームを称賛し学級全体に紹介する。
○学習の振り返りで、友達のよかった動きを発表して称賛したり、困ったことを取り上げてきまりを工夫したりするように助言する。

	学習活動に即した評価規準
	きまりを守り、勝敗を素直に受け入れようとしている。【関】（観察）
	それぞれの役割を分担し、協力して鬼遊びの準備や片づけをしようとしている。【関】（観察）
	逃げ方や追いかけ方を、自分なりに工夫して取り組んでいる。【思】（観察）
	約束やきまりを守ったり、勝敗の結果を受け入れたりして、友達と仲よく運動している。【関】（観察）
	みんなで簡単な規則や進め方を話し合っている。【思】（発言）
	鬼遊びをより楽しくするために、みんなで簡単な規則や作戦を工夫している。【思】（観察・学習カード）
	相手の動きを見て、追いかけたり、逃げたり身をかわしたりすることができる。【技】（観察）
	２～３人で連携して、相手をかわしたり走り抜けたりすることができる。【技】（観察）


学習過程　[ゲーム　ゴール型ゲーム]　第３学年
	段階
	やってみる
	ひろげる

	時間
	１・２・３・４
	５・６・７・８

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。
２　準備運動、ボール慣れをする。
３　いろいろなシュートゲームをする。
　　①ころがしシュートゲーム
　　②むかいあいシュートゲーム
　　③自分で転がしてシュートゲーム
４　攻めと守りが入り交じったゲームをする。

５　整理運動をする。
６　学習の振り返りをする。
７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
　　・ルール、コート、対戦相手　等
２　準備運動、ボール慣れをする。

３　チーム練習をする。
４　ゲームをする。
　　・ゲーム①（前半）
　　・チームタイム
　　・ゲーム①（後半）
　　・ゲーム②（前半）
　　・チームタイム
　　・ゲーム②（後半）
５　整理運動をする。
６　学習の振り返りをする。
７　後片付けをする。

	教師の支援
	○教師が遊び方を提示したり、実際に行ったりして見せる。
○ボールを蹴る位置に的を近付けたり、大きな的を用意したりする。
○動き方がわからない児童に、積極的に声掛けをする。
	○声を掛けている児童を称賛して、他の児童に広めていく。
○いろいろなポジションを経験できるように配慮する。
○児童の実態に応じて規則を工夫できるよう、困ったことや気になることを取り上げながら話し合う場をもたせるようにする。
	○攻め方を工夫しているチームを取り上げて称賛する。
○よい動きをしている児童やチームの動きを取り上げ、チームタイムでのチーム練習に取り入れるようにする。

	学習活動に即した評価規準
	役割を分担して、ゲームに進んで取り組もうとしている。【関】（観察）

	学習のねらいや進め方を理解して、シュートゲームを楽しんでいる。【関】（観察）
	きまりを守り、友達と励まし合って練習やゲームをしようとしている。【関】（観察）
	みんながより楽しめるようなきまりを選んでいる。
【思】（観察、学習カード）
	近くにいるフリーの味方にパスをすることができる。
【技能】（観察）
	作戦や状況に応じて、ボールを持っていなくても、パスをもらえる位置に素早く動いたり、パスやシュートをさせないように素早く動いたりすることができる。【技】（観察）


学習過程　[ゲーム　ネット型ゲーム（キャッチバレーボール）]　第３学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１
	２・３
	４・５・６

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動、ボール慣れをする。

３　試しのゲームに取り組む。

　　・３対３

　　・ゲームは時間制（6分）

４　整理運動をする。

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動、ボール慣れをする。

　

３　ミニゲームに取り組む。

　　・ラリーゲーム

　　・対面サーブ

　　・席替え鬼。

５　ゲームに取り組む。

   ○リーグ戦行う。

・ゲーム①

　　　・チームタイム

　　　・ゲーム②

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

　　・ルール、コート、対戦相手　等

２　準備運動、ボール慣れをする。

３　チーム練習をする。

　　・作戦の確認　・チームに合った練習（ミニゲームから選ぶ）

４　ゲームをする。

　○対抗戦で行う。

　　・ゲーム①（前半）

　　・チームタイム

　　・ゲーム①（後半）

　　・ゲーム②（前半）

　　・チームタイム

　　・ゲーム②（後半）

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習資料を活用することを理解させ、記入例をもとにしてカードを記入の仕方を確認する。
○ボール慣れやミニゲームがゲームにつながるよう、「活動のねらい」を理解させる。
	○事前に「技能」「態度」「思考・判断」の力が等質で、児童同士の人間関係に配慮したチーム編成を行う。
	○前時の様子やチームカードの記述等から、事前に重点的な指導・支援が必要なチームを把握しておく。

○用具の準備やチームタイム、ゲーム間の移動を素早くできるように、掲示資料を用意する。

○作戦に合った練習をしているチームや、ゲーム中に積極的に声かけをしたりアドバイスをしたりしている児童をその都度称賛し、学習のまとめでも発表させるなどしてそのよさをクラス全体で共有する。

○技能面に高まりが見られない児童に対して、個に応じた助言をする。

○チームカードや試合結果に応じた課題を次回の作戦に生かせるように助言をする。

	学習活動に即した評価規準
	ルールやマナーを守って、安全に気を付けて運動や準備・片付けに取り組んでいる。【関】（観察）

	学習の進め方を理解し、自分たちがより楽しめるようなルールを工夫して考えている。【思】（学習カード）


	互いのよさを見付け、盛り上げたり励まし合ったりしてチームで楽しんで運動している。【関】（観察）


	味方がボールを操作しやすい位置にパスをすることができる。【技】（観察）
	ボールを片手や両手ではじいて相手コートに返すことができる。【技】（観察）



　学習過程　[ゲーム　ベースボール型ゲーム（ティーボール）]　第３学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１・２・３
	４・５・６

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

３　はじめのルールを知る。


４　ゲームをする。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。
	１　学習の進め方を確認する。

　　・ルール、コート、対戦相手　等


２　場の準備をする。

　　　　

３　作戦の確認をし、準備運動・ボール慣れに

取り組む。


　　　　　　
４　ゲームをする。

　　・ゲーム①

　　・チームタイム①

　　・ゲーム②
５　整理運動をする。

　　　

６　チームタイム②に取り組む。

７　学習の振り返りをする。

	教師の働きかけ
	○学習の流れを確認させ、活動への見通しをもたせる。

○はじめのルールは簡単に設定する。
	○ボール慣れの時間に、技能面についての助言をする。

○友達と協力し、助け合っているチームを称賛する。

○みんなが楽しめるようなきまりについて考えるように声かけをする。
	○チームのよさを生かした作戦が立てられるように助言する。

○チームタイムでチームの動きを確認し、次のゲームに生かせるように　

具体的な助言をする。

○学習の振り返りでよい動きや言葉がけをしている児童を紹介し、全体

に広める。

	学習活動に即した評価規準
	用具の準備や片付けを友達と一緒にできる。【関】（観察）



	ルールを守り、友達と励まし合ってゲームをしたり、ゲームの勝敗結果を受け入れたりできる。【関】（観察）



	みんなが楽しめるようなルールを考え、選ぶことができる。【思】（観察・学習カード）
	ボールを前に打つことができる。【技】（観察）


	転がってきたボールを捕り、投げることができる。【技】（観察）


	立ち位置を考えて守備をするなど、簡単な作戦を考えることができる。【思】（観察・学習カード）


学習過程　[ゲーム　ゴール型ゲーム]　第４学年
	段階
	やってみる
	ひろげる
	ふかめる

	時間
	１・２
	３・４・５
	６・７・８

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。
２　準備運動、ボール慣れをする。
３　いろいろなシュートゲームをする。
　　①ころがしシュートゲーム
　　②むかいあいシュートゲーム
　　③自分で転がしてシュートゲーム
４　攻めと守りが入り交じったゲームをする。

５　整理運動をする。
６　学習の振り返りをする。
７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
　　・ルール、コート、対戦相手　等
２　準備運動、ボール慣れをする。

３　チーム練習をする。
４　ゲームをする。
　　・ゲーム①（前半）
　　・チームタイム
　　・ゲーム①（後半）
　　・ゲーム②（前半）
　　・チームタイム
　　・ゲーム②（後半）
５　整理運動をする。
６　学習の振り返りをする。
７　後片付けをする。

	教師の支援
	○教師が遊び方を提示したり、実際に行ったりして見せる。
○ボールを蹴る位置に的を近付けたり、大きな的を用意したりする。
○動き方がわからない児童に、積極的に声掛けをする。
	○声を掛けている児童を称賛して、他の児童に広めていく。
○いろいろなポジションを経験できるように配慮する。
○児童の実態に応じて規則を工夫できるよう、困ったことや気になることを取り上げながら話し合う場をもたせるようにする。
	○攻め方を工夫しているチームを取り上げて称賛する。
○よい動きをしている児童やチームの動きを取り上げ、チームタイムでのチーム練習に取り入れるようにする。

	学習活動に即した評価規準
	役割を分担して、ゲームに進んで取り組もうとしている。【関】（観察）

	学習のねらいや進め方を理解して、シュートゲームを楽しんでいる。【関】（観察）
	きまりを守り、友達と励まし合って練習やゲームをしようとしている。【関】（観察）
	みんながより楽しめるようなきまりを選んでいる。
【思】（観察、学習カード）
	近くにいるフリーの味方にパスをすることができる。
【技能】（観察）
	作戦や状況に応じて、ボールを持っていなくても、パスをもらえる位置に素早く動いたり、パスやシュートをさせないように素早く動いたりすることができる。【技】（観察）


学習過程　[ゲーム　ネット型ゲーム（キャッチバレーボール）]　第４
学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２・３
	４・５・６

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動、ボール慣れをする。

３　試しのゲームに取り組む。

４　整理運動をする。

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

２　準備運動、ボール慣れをする。

３　チーム練習をする。

４　ミニゲームに取り組む。

　　・ラリーゲーム

　　・対面サーブ

５　ゲームに取り組む。（リーグ戦）

　　・ゲーム１

　　・チームタイム

　　・ゲーム２

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。

　　・ルール、コート、対戦相手　等

２　準備運動、ボール慣れをする。

３　チーム練習をする。

　　・作戦の確認　・チームに合った練習


４　ゲームをする。（対抗戦）

　　・ゲーム①（前半）

　　・チームタイム

　　・ゲーム①（後半）

　　・ゲーム②（前半）

　　・チームタイム

　　・ゲーム②（後半）

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習資料を活用することを理解させ、記入例をもとにしてカードを記入の仕方を確認する。
○ボール慣れやミニゲームがゲームにつながるよう、「活動のねらい」を理解させる。
○事前に「技能」「態度」「思考・判断」の力が等質で、児童同士の人間関係に配慮したチーム編成を行う。
	○前時の様子やチームカードの記述等から、事前に重点的な指導・支援が必要なチームを把握しておく。

○用具の準備やチームタイム、ゲーム間の移動を素早くできるように、掲示資料を用意する。

○作戦に合った練習をしているチームや、ゲーム中に積極的に声かけをしたりアドバイスをしたりしている児童をその都度称賛し、学習のまとめでも発表させるなどしてそのよさをクラス全体で共有する。

○技能面に高まりが見られない児童に対して、個に応じた助言をする。

○チームカードや試合結果に応じた課題を次回の作戦に生かせるように助言をする。

	学習活動に即した評価規準
	ルールやマナーを守って、安全に気を付けて運動や準備・片付けに取り組んでいる。【関】（観察）

	学習の進め方を理解し、自分たちがより楽しめるようなルールを工夫して考えている。【思】（学習カード）


	互いのよさを見付け、盛り上げたり励まし合ったりしてチームで楽しんで運動している。【関】（観察）

	ボールを片手や両手ではじいて相手コートに返すことができる。【技】（観察）


	自分や対戦相手チームに合った簡単な作戦を考えて学習に取り組み、振り返りながら、次ゲームの作戦を考えている。【思】（学習カード、観察）
	ボールの方向に体を向けたり移動したりし、キャッチやパスをしてラリーを続けることができる。【技】（観察）



　学習過程　[ゲーム　ベースボール型ゲーム（ティーボール）]　第４学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２・３
	４・５・６

	学習活動
	１　学習のねらいや進め方を知る。

２　準備運動をする。

３　はじめのルールを知る。


４　ゲームをする。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。
	１　学習の進め方を確認する。

　　・ルール、コート、対戦相手　等


２　場の準備をする。

　　　　

３　作戦の確認をし、準備運動・ボール慣れに

取り組む。


　　　　　　
４　ゲームをする。

　　・ゲーム①

　　・チームタイム①

　　・ゲーム②
５　整理運動をする。

　　　

６　チームタイム②に取り組む。

７　学習の振り返りをする。

	教師の働きかけ
	○学習の流れを確認させ、活動への見通しをもたせる。

○はじめのルールは簡単に設定する。
	○ボール慣れの時間に、技能面についての助言をする。

○友達と協力し、助け合っているチームを称賛する。

○みんなが楽しめるようなきまりについて考えるように声かけをする。
	○チームのよさを生かした作戦が立てられるように助言する。

○チームタイムでチームの動きを確認し、次のゲームに生かせるように　

具体的な助言をする。

○学習の振り返りでよい動きや言葉がけをしている児童を紹介し、全体

に広める。

	学習活動に即した評価規準
	用具の準備や片付けを友達と一緒にできる。【関】（観察）



	ルールを守り、友達と励まし合ってゲームをしたり、ゲームの勝敗結果を受け入れたりできる。【関】（観察）



	みんなが楽しめるようなルールを考え、選ぶことができる。【思】（観察・学習カード）
	ボールを前に打つことができる。【技】（観察）


	転がってきたボールを捕り、投げることができる。【技】（観察）


	立ち位置を考えて守備をするなど、簡単な作戦を考えることができる。【思】（観察・学習カード）


・的当てゲーム


・遠くに投げるゲーム


・パスゲーム





� EMBED PBrush  ���





はじめのルール


・１チーム４人程度。４人で攻め、守りのチームは３人で守る。（守りの１人は得点係などをし、適宜交代する。）


・時間は３分程度。


・的は、カラーコーンなどを使用する。


・的に当たったら１点とし、多く得点したチームの勝ち。


・攻めのチームは、外側の円から移動したりパスを回したりしながら、的に向けてボールを投げる。


・守りのチームは、的のある外側の円と内側の円の間に位置を取り、的に当てられないように、投げられたボールを防ぐ。


・複数の的を設置する場合の的の置き方は、守りのチームが工夫する。


・ボールを持って何歩でも移動してよい。





積極的に学習に参加している児童を称賛する。





よい動きの児童を称賛し、学級全体に紹介する。





友達を励ましたり応援したりしている児童を称賛する。





攻守の切り替えができるように、切り替えのタイミングで声をかけるなどの支援をする。





それぞれのボールに見合った、投げ方や捕り方のコツを助言する。





両手で捕ったり足を踏み込んで投げたりしている児童の動きを取り上げて紹介する。





チームの時間にパスやカットの練習を取り入れる。





当てやすい的と当てにくい的を例示する。





はじめのルール


・１チーム6人程度


・たまご型コートの内側の円をボールが横切ったら１点。


・蹴る時は、ボールを揃えて並べてから蹴る。（両方から蹴らない。）


・守る人は、手や足、体でボールを止めたり、捕ったりする。


・時間（５～６分）になったら、攻防を交代する。


・得点したら、コーンにバトン用の輪をかける。





ドリブルゲームなどの、友達と取り組むボール慣れを取り入れる。





味方がいるところに蹴るように助言する。





きまりを守って活動している児童を称賛する。





みんなが楽しくゲームをするためにはどうしたらよいか考えるように助言する。





蹴りたい方に体を正対させるとよいことを助言する。





ボールの転がる先にまわりこむとよいことを助言する。





友達を励ましたり応援したりしている児童を称賛する。





相手のいないところを見付けて味方にパスをするように助言する。





ボールが転がってくるコースに入るように助言する。





宝の入ったかご





宝を入れるかご











タグ入れ





・１チーム６人程度。


・攻めチームは、タグを取られないように鬼ゾーンを通り抜けてゴールラインを目指す。


・タグが１本以上残っていた場合は宝（お手玉）を取ることができる。


・ゴールラインにたどり着く前に２本とも取られてしまった場合は、「タグ入れ」にあるタグを付けて、再びスタートする。


・ゲーム時間は５分。制限時間内であれば、取った宝を箱に入れた後に再びゲームに参加することができる。


・守りは、相手のタグを取ったら「タグ入れ」に持っていく。その間は、攻めのタグを取ることはできない。





リズム太鼓に合わせて走らせるなど、楽しく活動できる工夫をする。





負けても前向きにゲームに取り組んでいる児童を称賛する。





ジグザグに走ったり素早く動いたりするよう助言する。





きまりを守るように積極的に声をかける。友達を励ましている児童を称賛する。





ゲームのルールや進め方を掲示し、学習の流れが視覚的にわかるようにする。





ゲームをしていて困ったことなどを挙げさせ、それを改善するためにどんな工夫をしたらよいか考えるように助言する。








相手のいない場所を見付けて逃げたり、友達のよい点を取り入れながら走り方を工夫したりするように助言する。





相手をかわすために動きを工夫している児童を称賛したり、全体に紹介したりする。





・的当てゲーム


・遠くに投げるゲーム


・円陣パス





はじめのルール


・１チーム４人程度。４人で攻め、守りのチームは３人で守る。（守りの１人は得点係などをし、適宜交代する。）


・時間は三分程度。


・的は、カラーコーンなどを使用する。


・的に当たったら１点とし、多く得点したチームの勝ち。


・攻めのチームは、外側の円から移動したりパスを回したりしながら、的に向けてボールを投げる。


・守りのチームは、的のある外側の円と内側の円の間に位置を取り、的に当てられないように、投げられたボールを防ぐ。


・複数の的を設置する場合の的の置き方は、守りのチームが工夫する。


・ボールを持って何歩でも移動してよい。
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協力して準備や片付けをしている児童を称賛する。





ボール慣れで取り組んだ動きを使って攻めるように助言する。





友達を励ましたり応援したりしている児童を称賛する。





みんなが楽しくゲームをするためにはどうしたらよいか考えるように助言する。





それぞれのボールに見合った、投げ方や捕り方のコツを助言する。





両手で捕ったり足を踏み込んで投げたりしている児童のよい動きを取り上げて紹介する。








それぞれのボールに見合った、投げ方や捕り方のコツを助言する。








相手とボールの間に入ってパスカットをすることや、どこからシュートをしたらよいかを助言する。





当てやすい的と当てにくい的を例示する。





はじめのルール


・１チーム6人程度


・たまご型コートの内側の円をボールが越えたら１点。


・蹴る時は、ボールを揃えて並べてから蹴る。（両方から蹴らない。）


・守る人は、手や足、体でボールを止めたり、捕ったりする。


・時間（５～６分）になったら、攻防を交代する。


・得点したら、コーンにバトン用の輪をかける。





友達のよさを見付けている児童を称賛し、仲良く活動できるように声をかける。





児童のよい動きを取り上げ、称賛する。





きまりを守って活動している児童を称賛する。





みんなが楽しくゲームをするためにはどうしたらよいか考えるように助言する。





チームのめあてや作戦を意識させ、チームの中での自分の役割を考えさせる。





ゲームの中で、空いているスペースを示すなどする。





ボールの転がる先にまわりこむとよいことを助言する。





友達を励ましたり応援したりしている児童を称賛する。





チームの課題を解決するために、どんな方法があるかを考えさせる。





蹴りたい方に体を正対させるとよいことを助言する。





ゲームの時に、空いている味方を教え、パスをさせる。





カラーコーン





宝の入ったかご





宝を入れるかご











タグ入れ





・１チーム６人程度。


・攻めチームは、タグを取られないように鬼ゾーンを通り抜けてゴールラインを目指す。


・タグが１本以上残っていた場合は宝（お手玉）を取ることができる。


・ゴールラインにたどり着く前に２本とも取られてしまった場合は、「タグ入れ」にあるタグを付けて、再びスタートする。


・ゲーム時間は５分。制限時間内であれば、取った宝を箱に入れた後に再びゲームに参加することができる。


・守りは、相手のタグを取ったら「タグ入れ」に持っていく。その間は、攻めのタグを取ることはできない。


・守りチームは、カラーコーンを５個コート内に配置し、攻めチームの動きを邪魔することができる。








負けても前向きにゲームに取り組んでいる児童を称賛する。





進んで準備や片づけをしている児童を称賛する。





ジグザグに走ったり素早く動いたりするよう助言する。





きまりを守るように積極的に声をかける。友達を励ましている児童を称賛する。





ゲームのルールや進め方を掲示し、学習の流れが視覚的にわかるようにする。





チームのよい点や課題を見付け、めあてをもって作戦を立てることができるように声を掛ける。





相手のいない場所を見付けて逃げたり、友達のよい点を取り入れながら走り方を工夫したりするように助言する。





よい動きをしているチームを取り上げて称賛したり、チーム練習の時間によかった動きを練習させたりする。





はじめのルール


・１チーム５，６人


・ゲーム①→チームタイム→ゲーム②


・得点はゴールラインを通ったら１点


・ラインマンは自由に動ける。





チーム練習例


・ナンバリングパス


　ゼッケンを付け、番号がバラバラになるように円になる。１から順にパスを回していく。お互いに声を出しでパスを回す。


・パス＆ゴー


　パスをする人、シュートをする人、ボールを拾う人をローテーションしていく。


・鳥かご


　４対１または４対２などで、パスを回す側とボールを奪う側に分かれる。


　何回パスが回るか、パスを回す側が数える。（タッチ数の制限をする）


・ドリブルゲーム


　全員ボールを持ち、相手に取られないようキープしながら相手のボールを蹴り出す。


・キックターゲット


　的を狙ってシュートする。





・役割を明確にし、できたことをほめる。


・振り返りで、どんなことが楽しかったか発表させ、ゴール型ゲームの楽しさを味合わせる。





様々なシュートの仕方がわかるように遊び方や投げ方を提示したり、ゲームのめあてや進め方を掲示物で示したりする。





きまりを守り、友達のよいところに目を向けている児童を称賛し、全体に広める。





「みんなが楽しめるにはどうしたらいいかな」と声をかけ、運動が苦手な友達にも楽しんでもらえるようなきまりを選ばせる。





フリーになっている味方を教え、パスをするように声をかける。





ボールと反対側のサイドは空きやすいことに気付かせるなど、具体的な声かけをする。





はじめのルール


・１チーム４人で、ゲームには３人参加する。


・ゲームは前後半各３分、チームタイム１分の時間制で行う。


・「キャッチ」→「キャッチ」→「はじく」の３回で相手コートに返球する。


・ボールを落としたり３回で返球できなかったりした場合、相手チームに１点入る。


・得点を取ったチームがサーブを打つ。


・サーブは、下投げをする。


・ネットを越えて相手コートのボールは取れない。


・ネットに触ってはいけない。


・コートに出ていないメンバーが得点や記録を行い、適宜交代する。





手本となる児童を紹介し、準備や片付けができたことを称賛していく。





はじめのルールを掲示し、視覚的に理解できるようにする。





ねらった動きした児童や友達のよさを見付け、よい声かけをした児童を称賛する。





パスをする相手の名前を呼ぶようにさせる。





ボールを持った状態から片手でボールを打たせ、ボールを打つ感覚を身に付けさせる。





はじめのルール


・打者が一巡したら攻守を交代する。


・打者が「いくよ」と声をかけ、守備側が「いいよ」と答えてから、ティーに置いたボールを打つ。


・打者はアウトゾーンにボールと児童２名がそろうまでに、ティーにタッチする。


・回ったコーンによって得点が変わる。（１～３点）


・フライをそのままキャッチする、もしくはアウトゾーンにボールと守備側の児童２名がそろうことでアウトとなる。


・アウトゾーンは２か所。





対戦表





コート図
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ルールの変容





○アウトゾーンの個数を増やす。（攻撃を阻止する機会を増やす。）


○アウトゾーンの位置を自分たちで決める。（作戦を工夫する。）


○塁間を狭くする。（得点の機会を増やす。）


○守備側の人数を減らす。（得点を入りやすくする。守備に参加する機会を増やす。）


○バット以外に、ラケットで打ってもよい。（ボールを打つ楽しさを味わわせる。）





毎時間同じコートを準備させることで、準備の内容を明確化する。





教師が率先して「ナイスバッティング」などの声かけを行い、モデルを示す。





みんなが参加できているか、運動することができているかなど、「みんなが楽しめるようなルール」を方向付けする。








・ラケットと２種類のバットから選択させ、バットを短く持つように指導する。


・膝を軽く曲げてスムーズな動きで打てる高さにティーを調節する。バットを引く際、引き過ぎないよう指導する。





・ボールの正面に体を移動させるよう指導する。


・捕ったらすぐに近くのチームメイトに投げるよう声をかける。





・打者が遠くに打ちそうなときはどうするかなど、思考を促す声かけをする。


・チームタイムにより、チームで作戦を共有できるようにする。





はじめのルール


・１チーム５，６人


・ゲーム①→チームタイム→ゲーム②


・得点はゴールラインを通ったら１点


・ラインマンは自由に動ける。





チーム練習例


・ナンバリングパス


　ゼッケンを付け、番号がバラバラになるように円になる。１から順にパスを回していく。お互いに声を出しでパスを回す。


・パス＆ゴー


　パスをする人、シュートをする人、ボールを拾う人をローテーションしていく。


・鳥かご


　４対１または４対２などで、パスを回す側とボールを奪う側に分かれる。


　何回パスが回るか、パスを回す側が数える。（タッチ数の制限をする）


・ドリブルゲーム


　全員ボールを持ち、相手に取られないようキープしながら相手のボールを蹴り出す。


・キックターゲット


　的を狙ってシュートする。





・役割を明確にし、できたことをほめる。


・振り返りで、どんなことが楽しかったか発表させ、ゴール型ゲームの楽しさを味合わせる。





様々なシュートの仕方がわかるように遊び方や投げ方を提示したり、ゲームのめあてや進め方を掲示物で示したりする。





きまりを守り、友達のよいところに目を向けている児童を称賛し、全体に広める。





「みんなが楽しめるにはどうしたらいいかな」と声をかけ、運動が苦手な友達にも楽しんでもらえるようなきまりを選ばせる。





フリーになっている味方を教え、パスをするように声をかける。





ボールと反対側のサイドは空きやすいことに気付かせるなど、具体的な声かけをする。





はじめのルール


・１チーム４人で、ゲームには３人参加する。


・ゲームは前後半各３分、チームタイム１分の時間制で行う。


・「キャッチ」→「キャッチ」→「はじく」の３回で相手コートに返球する。


・ボールを落としたり３回で返球できなかったりした場合、相手チームに１点入る。


・得点を取ったチームがサーブを打つ。


・サーブは、下投げをする。


・ネットを越えて相手コートのボールは取れない。


・ネットに触ってはいけない。


・コートに出ていないメンバーが得点や記録を行い、適宜交代する。





手本となる児童を紹介し、準備や片付けができたことを称賛していく。





はじめのルールを掲示し、視覚的に理解できるようにする。





ねらった動きした児童や友達のよさを見付け、よい声かけをした児童を称賛する。





ボールを持った状態から片手でボールを打たせ、ボールを打つ感覚を身に付けさせる。





チームカードから分かったことや試合結果に応じた課題を作戦に生かせるように助言をする。





ボールの落下点に移動するよう、具体的な場所を示す。





はじめのルール


・打者が一巡したら攻守を交代する。


・打者が「いくよ」と声をかけ、守備側が「いいよ」と答えてから、ティーに置いたボールを打つ。


・打者はアウトゾーンにボールと児童２名がそろうまでに、ティーにタッチする。


・回ったコーンによって得点が変わる。（１～３点）


・フライをそのままキャッチする、もしくはアウトゾーンにボールと守備側の児童２名がそろうことでアウトとなる。


・アウトゾーンは２か所。





対戦表





コート図
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ルールの変容





○アウトゾーンの個数を増やす。（攻撃を阻止する機会を増やす。）


○アウトゾーンの位置を自分たちで決める。（作戦を工夫する。）


○塁間を狭くする。（得点の機会を増やす。）


○守備側の人数を減らす。（得点を入りやすくする。守備に参加する機会を増やす。）


○バット以外に、ラケットで打ってもよい。（ボールを打つ楽しさを味わわせる。）





毎時間同じコートを準備させることで、準備の内容を明確化する。





教師が率先して「ナイスバッティング」などの声かけを行い、モデルを示す。





みんなが参加できているか、運動することができているかなど、「みんなが楽しめるようなルール」を方向付けする。








・ラケットと２種類のバットから選択させ、バットを短く持つように指導する。


・膝を軽く曲げてスムーズな動きで打てる高さにティーを調節する。バットを引く際、引き過ぎないよう指導する。





・ボールの正面に体を移動させるよう指導する。


・捕ったらすぐに近くのチームメイトに投げるよう声をかける。





・打者が遠くに打ちそうなときはどうするかなど、思考を促す声かけをする。


・チームタイムにより、チームで作戦を共有できるようにする。
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